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資本コストや株価を意識した
経営の実現に向けた対応

旭コンクリート⼯業株式会社

2026年5⽉14⽇

証券コード 5268
本資料に記載する業績予想などの将来に関する記述は、当社が現時点で入手している情報および合理的であ

ると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。
また、実際の業績等は様々な要因により、大きく異なる可能性があります。
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１．現状評価
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2026年3⽉期2025年3⽉期2024年3⽉期2023年3⽉期2022年3⽉期

7,636,5347,221,6717,071,7286,584,3916,467,394売上⾼（千円）
676,480610,845467,571430,801480,209経常利益（千円）
455,217411,747337,608311,581309,867当期純利益（千円）

12,712,60412,126,38210,853,14910,365,73210,175,112純資産額（千円）
75.876.275.376.974.7⾃⼰資本⽐率（％）
49.154.370.154.955.2配当性向（％）
1.81.82.21.61.7ＤＯＥ（％）
3.63.43.23.03.0ＲＯＥ（％）

5.774.353.952.972.98株主資本コスト（％）
※ 数値は各年度の期末⽇時点

（２）ＰＢＲ：株価純資産倍率

直近５年間の当社ＰＢＲは0.67倍〜0.95倍であり、直近１年間では株価上昇によ
り⼀時1.0倍を上回る時もありましたが、2026年3⽉期末時点においては1.0倍を若
⼲下回っております。
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株価とPBR

期末株価（円） PBR（倍）

2026年3⽉期2025年3⽉期2024年3⽉期2023年3⽉期2022年3⽉期

920624732690700期末株価（円）
0.950.670.880.870.90ＰＢＲ（倍）

※ 数値は各年度の期末⽇時点

（１）ＲＯＥ：⾃⼰資本利益率

直近５年間の当社ＲＯＥは3.0％〜3.6％であり、低位での推移となりましたが、徐々
に増加している状況です。株主資本コストとの⽐較においては、⾦利の上昇にともない
株主資本コストも上昇していることから、エクイティスプレッド（ROE−株主資本コス
ト）は３期続けてマイナスとなりました。
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２．取組⽅針
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当社は、2023年度から2027年度までに取り組むべき施策を『中期経営５ヶ年計画』
として策定しております。本計画の各種施策を着実に推進することで、利益最⼤化と
資本最適化を図りＲＯＥの向上に努めてまいります。

また、ステークホルダーとの対話や情報の適時・適切な開⽰を強化し、企業価値の
向上とＰＢＲの改善に繋げてまいります。

（１）2023−2027年度 中期経営５ヶ年計画（要約）

本計画では、「事業拡⼤と⽣産体制の合理化による収益⼒の改善強化」と「⼈的資
本経営の推進およびお客様ニーズへの即応体制の構築による経営基盤強化」を基本⽅
針とし、以下の数値⽬標を定めております。

（２）エクイティスプレッド（ＲＯＥ−株主資本コスト）を⾼める

エクイティスプレッドを⾼めることで、純資産価値を上回る株式価値（PBR＞１）
の創出に努めます。
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※ 外部環境の変化により⾒直しを検討する場合があります
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ＲＯＥを⾼める

株主資本コストを
減少させる

資産回転率を
向上させる

財務レバレッジを
向上させる

当期純利益を
向上させる

適切な情報開⽰
(ＩＲを強化する)

ﾘﾀｰﾝ⽐で事業ﾘｽｸの
⾼い事業分野から撤退

●コストの削減 ●不採算事業の洗出し
●収益性の⾼い事業を⾒極める（Ｍ＆Ａ等）

●⾮効率な資産（不採算事業所・遊休資産等）の洗出し
●売掛⾦の回収期間を短縮する

●有利子負債を活用した投資（活動）を行う
●⾃⼰資本最適化のために株主還元（配当）を実施する

●投資家へＩＲ情報（株主通信・ＨＰ）を通じて、取組
状況等の情報開⽰を強化する


